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男女共同参画施策に関する 苦 情 の申出 制 度
　市が実施する男女共同参画に関する施策又は男女共同参
画のまちづくりの推進に影響を及ぼすと認められる施策に
対する苦情の申出を、苦情処理委員が中立・公正な立場で
適切かつ迅速に処理する制度です。� 詳しくはこちらへ➡

パートナーシップさいたま 市民企画講座のご案内

乳幼児を連れた住民のために公園内のトイ
レにベビーベッドが設置されているが、女
子トイレの中にあるため、乳幼児を連れた
男性が利用することができない。

事例

※出典：内閣府男女共同参画局HP
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多くの人の将来に

関係あるグラフです。

答えは中面P.2にあります。

❶これも防災？暮らしから生まれる家族やペットを守る仕組み（主催：浦和○○部（うらわまるまるぶ））
日 時  10月20日㈰　10時～15時
内 容  第１部 10時～11時30分「日常生活の行いが防災につながる」　第２部 12時30分～15時「避難所運営シミュレーション」
定 員  20名（抽選）※結果は全員に連絡します。（原則として、第１部・第２部どちらも参加できる方）
対 象  市内在住、在勤又は在学で、小学生以上の方（小・中学生の方は保護者の同伴が必要）
託 児  1歳以上の未就学児（３名）※傷害保険料当日１人30円は実費負担
申込期限  令和元年10月10日㈭まで。締切後、抽選結果は全員に連絡します。

電話・FAXまたはＥメール。住所・氏名・電話番号を明記。託児希望の方は、「子どもの氏名・ふりがな・
生年月日・性別」も合わせてパートナーシップさいたまへ❶、❷とも申込方法

さいたま市男女共同参画推進センター（愛称：パートナーシップさいたま）
さいたま市大宮区桜木町１―10―18 シーノ大宮センタープラザ３階 大宮駅西口 徒歩８分
電話：048―642―8107 FAX：048―643―5801　メール danjo-kyodo-sankaku@city.saitama.lg.jp

❶、❷とも申込先、会場

女性の声を議会に反映！

議会に女性が参画することでより暮らしやすい社会へ
　日本は女性議員の割合が少ないと言われています。女性議員の多
さでは世界193カ国中165位（平成31年1月現在）で、G20（主要20カ
国・地域）の中では最下位です。議会に女性が参画することで、女性
の視点や母親の声が議会に反映されやすくなり、皆が暮らしやすい
社会となることが期待されています。
　そのような中、選挙の候補者数ができる限り男女均等となること
を促すため「政治分野における男女共同参画の推進に関する法律」が
平成30年５月に公布・施行されました。日本の全人口に占める女性の
割合は51.3%（平成31年、総務省「人口推計」）ですが、女性議員の割
合は低迷しているのが現状です。今年７月の参議院選挙では女性の
立候補者数は過去最多となりましたが、依然として女性の割合は低
い状態が続いています。

性別に偏りのない声を、もっと議会に反映させていきましょう。
「政治分野における男女共同参画の推進に関する法律」の詳細
は、こちらで確認できます。➡

■ 参議院議員選挙結果（令和元年７月、総務省発表）
女性 男性 女性が占める割合

立候補者数 104 人 266 人 28.1%
当選人数 28人 96人 22.6%

■ 議会における女性議員の割合
内閣府「男女共同参画白書 令和元年版」、
総務省「地方公共団体の議会の議員及び長の所属党派別人員調等」より作成
（国会は平成31年1月現在、その他は平成30年12月末現在）

議会 女性が占める割合
国会　衆議院 10.2%
国会　参議院 20.7%
都道府県議会 10.0%
特別区議会 27.0%
市議会 14.7%
町村議会 10.1%

❷産前・産後のカラダケア講座（主催：HAGURUMA）
日程 内容 主な対象（市内在住、在勤又は在学の方）

10月26日㈯ 第１回 「産前産後のカラダ」 マタニティ、産後の女性（ご夫婦で参加可能）
11月17日㈰ 第２回 「抱っこひものトリセツ」※ 産後３カ月～１歳半のお子さんとママ
12月15日㈰ 第３回 「産後ママの骨盤ケア」 産後の女性
１月18日㈯ 第４回 「更年期とワタシ」 30～70代女性（母・娘の参加可能）
各回とも、13時～14時30分開催。

持 ち 物  各回とも「バスタオル」（簡単な体操に使います）をお持ちください。　　 定 員  各回とも12名（先着順）
託 児  6カ月以上の未就学児（５名）　※第２回「抱っこひものトリセツ」では託児はありません。
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